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49---･L43mm,心 力テ駆出率39---ゝ5OQo,心係数 2.23･3.18

1･'min:m2.peakLVdP:■dtrestで 8O0---･1.1(汰)mm H g.､

sec. ドブ タミン 8γで AdP..dtは 35.7-----･77.棋 詔こ改

善を認め,心拍出量の増加,左室拡張末期径の減少を示

した.

テーマ演題 ｢藤原病に合併 した心血管病 変 ｣

1)心不全により翻llt･.-.Lた若年性関節 リウマ チ

の 且例
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症例は3才の女児である,当料に入院する20日前 より

感冒様症状 と衆に発熱がみられ約10日前より38度台の勲

が持続するようになったため紹介病院をこ入院 した.同院

で胸部 レソ トゲソ上 CTR 62%の心拡大を認め,Lbエ

二-一国で EchofI･eeSPaee を認め. 心電図での low

＼TOltage.聴診上 Galloprhl,thm,Pretibialedemaが

認められたため,心外膜炎と診断され当料に紹介された.

当科入院時をこぼ,著明な廉症反応の増強が認められた

が,関節症状,紅鮭の出現などはみられなかった,利尿 一

割の投与をこより症状の軽減がみられたが,発熱は持続 し

た.培養などにより細菌感染は否定的であり,まや 就寝

中,常に膝関節を軽度屈曲 しており,2回ほど膝関節の

痛みを訴えたことから若年性関節 リウマチを疑い,入院

9日Rより l)rednisol()Ileの投与を開始 した.

本症例は その後約半年の経過で若年性関節 りrL77+

の診断基準iこ適合し,そC')後外来で経過観察 している.

2)腹郡大動 脈 血 栓症 で 発症 した Hypereosino-

philic syndrome (H蛋S)の 1例
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症例は61歳.男性.29歳頃気管支嘱息と診断さIlたが,

自然寛解 した.30歳時,右肘及び厳寓の炎症性腺癌出現

し,同時に好酸球血増阜 (Eo5243.･.Illm31指摘 された
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が原矧 Lよ不明だった.56歳時,急性腹部大動脈血栓症 に

て.Y'/う7 卜によるバイ′ミス術をうけた.57歳時より

全身 の 湿 疹 様 及 び 草 餅 膿 病 症 様 病 変 が 出 現し,難治性に

経過 している一59歳にな り.欝 血 性 心 不 全にて入院,現

在 も心練能低下を認める.今回精査を加え, さじ)に肺の

高血圧.閉塞性障害､末梢気道障害,腎機能障害 も認め

られ HESと診断 された.現在手掌の球晶が続いてお

り,原稿への治療に-)き検討中である.

にいって予後は良いとは言えない∴本例は多彩な臨妹像

を呈 し.特に予後を左石する心血管系C')病変が重篤で,

且,約30年に及ぶ長い経過 を観察 し得た事より, 若干の

文献的考察を加え報告する.

3)SLE を合併 した AnnuloaorticEctasia

に対する Cabrol手術の･-･:治験例
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症例は46才女性.1973年 (29才1SLE と診断 さIt.

以後 プレドエソを内服 していた.1990年 2月肺炎のた

め入院中 AR の指摘を受けた.1991年 3月カテ--テル

検査にて,1二行大動脈は径 6cm に拡大 してお i),An-

nuloaorticEctasia+AR 四度の診断を受け手術適応 と

され 当科に紹 介された.SLI二Cこより運動制限を受け

ていることもあ り,AR による自覚症状は認め られな

かった.1991年 6月13日 Cabrol手術を施行 した.25

mm の SJM 弁を縫着 した グラフ トに上り上行大動脈

を置換 し冠状動脈を再建 した.術後経過は良好であった.

切除 した大動脈弁および大動脈壁には組織学的に特異的

変化はみられなかった.

SLFJに合併する重症弁膜病変は少ないと言われてい

たが,最近はステロイ ド治療をこより弁膜病変の増悪の可

能性 も組合 されてし､る. しか し, これまで AAE を伴

ljSLE症例iこ対 し CとIbrol手術を施行 された例は な

く, ここに報告する.

射 爆性 関節 uウマ テをこ合併した大動脈弁閉鎖

不 全症 の- 手 術例
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慢性関節 りrL7てチ (RA)に心外膜 炎.心筋炎,冠動


